
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎保育活動中も、こまめに水分補給の声かけを行っています。水筒内の麦茶を飲み終えた子は、 

 麦茶を足すようにしています。 

◎職員が暑さをはかる指数計を確認しながら、サンシェードのある場所で水遊び、プールなどの 

 戸外活動を行っています。気温が高すぎる日などは、水遊びやプール活動は安全のために実施 

 しません。状況に応じてシャワー等で体表面温度を下げたり汗を流すなど対応していきます。 

◎こども園で熱中症症状がみられた場合は、軽度の場合でもご自宅での安静をお願いしています。 

 【症状の例：めまい、顔面蒼白、活気低下、食欲不振、眠気、頭痛、吐き気など】  

 

 

ほけんだより ８月号 

 毎年の猛暑に加え、今年も危険な暑さが続いています。熱中症は当日の体調だけでなく、前日の睡眠不

足や朝食抜きでも起こりやすくなります。バランスよく栄養を摂り、しっかり休息をはかり、元気に夏を

楽しみましょう。 

令和８年７月３１日 

認定こども園 あおがき  

医務 ５号 

 

熱中症予防のために・・・ 

・バランスの良い食事を摂り、水分をこまめに補給する 

・通気性のよい服を着て活動する 

・暑さに慣らす程度の外遊びを実施し、長時間の外での活動を避ける 

・室内をエアコンで適温に調節する 

子どもの熱中症の初期症状サイン 



 

◎感染症情報◎ 

 全国的に手足口病が流行しており、当園でも数名報告がでています。園内流行とまではいた

っていませんが、発疹がある場合には保護者へお声がけさせていただいています。登園届が必

要な感染症のため、手足口病の兆候がある場合は、病院受診等のご理解とご協力をお願いいた

します。 

  


